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１　題材名　食べて元気に
２　目標
　○　毎日の食事や使われている食品に関心をもち，バランスを考えた食事をしようとす
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（関心・意欲・態度）
○　おいしいごはんのたき方やみそ汁の作り方，自分の食生活について考え，工夫している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           （創意工夫）
○　安全や衛生に気を付けて，計画にそってごはんとみそ汁を作ることができる。（技能）
　○　食品に含まれる栄養素が体内でどのようなはたらきをしているのかを知り，バラン
スのよい食事をとる大切さについて理解することができる。         （知識・理解）
　
３　食育の視点　文部科学省「今後の学校における食育の在り方について」(平成25年12月)より
①食事の重要性（食事の重要性，食事の喜び，楽しさを理解する。）
②心身の健康（心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し，自ら管理していく能力を身に付ける。）
③食品を選択する能力（正しい知識・情報に基づいて，食物の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を身に付ける。）
４　題材の構想（全１１時間）
　第一次　１日の食事について考えよう
第１時　　　なぜ食べるのか考えよう（ヘルスジャッジ）
　　第２時　　　五大栄養素のはたらき
　　第３・４時　３つの食品のグループとそのはたらき（本時　第４時）
　第二次　調理実習の計画を立てよう
　　第１時　　　ごはんとみそ汁をおいしく作る工夫を見つけよう
　　第２・３時　ごはんとみそ汁をつくる計画を立てよう
　第三次　調理実習をしよう
　　第１～３時　ごはんとみそ汁を作ろう
　　第４時　　　調理実習の反省をしよう

５　指導上の立場
(1)　題材について
　　　小学校学習指導要領家庭科では，内容「Ｂ　日常の食事と調理の基礎」の中で，「（２）栄養を考えた食事」について「ア　体に必要な栄養素の種類と働きについて知ること」や「イ　食品の栄養的な特徴を知り，食品を組み合わせてとる必要があることが分かること」が示されている。「（３）調理の基礎」については「エ　米飯及びみそ汁の調理ができること」が示されている。これを受けて，本題材では，栄養素の主な働きを知り，食品を組み合わせてバランスよく食べることの大切さを理解するとともに，ごはんとみそ汁を調理することを通して，食生活をよりよくしようと工夫する能力と実践的な態度を育てることをねらいとしている。
　　　本題材では，まず「くらしき市版ヘルスジャッジ」を用いて自分の食事内容の課題を明確にし，3つの食品グループとそれぞれに含まれる五大栄養素の働きを知った後，どの食品を補うとバランスのよい食事になるかに気付くことができるようにする。そして，その後の実習に生かすという構成である。この学習をもとに，普段の生活でも自分の食生活を見直すことができるようにし，食に対する意識を高めていきたい。
(2)　児童の実態
　　　5月に「はじめてみようクッキング」でゆで卵とゆで野菜サラダ作りを行い，児童の家庭でも実践した。家族に「おいしくできたね。」と喜んでもらった経験から，他にも様々なものを作ってみたいという思いが高まってきている。
給食では，なるべく残さずがんばって食べようとする児童が増え，完食できる日が多くなってきている。しかし，苦手な食品を食べるとき，自分の健康を考えてバランスのよい食事をしようという意識をもって食べようとしている児童はまだ少ないように見受けられる。
そこで，本題材では，身近な給食の献立をもとにバランスのよい食事について学習することにより，自分の食生活をよりよくしようと工夫する能力と実践的な態度を育てていきたい。
(3)　研究とのかかわり
本校の研究主題「学校・家庭・地域の連携を深め，共に学ぶ私たちの食と健康」に迫るために，高学年の食に関する指導目標の「食事が体に及ぼす影響や食品をバランスよく組み合わせて食べることの大切さを理解し，一食分の食事を考えることができる。」に重点を置き，食育の視点を次のようにとらえ，手立てを考えた。
①食事の重要性…食事の重要性や食事の楽しさを理解する。
②心身の健康…心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養のとり方を理解し，
自ら管理していく能力を身に付ける。
③食品を選択する能力…望ましい栄養や食事のとり方に基づいて食品を自ら選択する
能力を身に付ける。
＜「くらしき市版ヘルスジャッジ」の活用＞
「くらしき市版ヘルスジャッジ※」を活用することにより，自分の食事内容の課題を明確にし，どの食品を補うとバランスのよい食事になるかに気付くことができるようにする。
※食事内容をインターネット上で入力し，食事診断ができるウェブコンテンツシステム
＜栄養教諭との連携＞
栄養教諭と連携して専門性を生かした指導を行うことにより，児童がより興味をもって自分の食生活について考えることができるようにする。
＜自分たちで調べる活動を取り入れる＞
　　　調理実習の計画の中でおいしく作る工夫を自分たちで調べる活動を取り入れることにより，調理実習への興味の持続や実践的な態度につながるようにする。
　　　＜視覚に訴える工夫＞
　　　　　教材提示装置やコンピュータ，カラーの挿絵，ワークシートなどを用いることにより，学習内容の理解を助けたり，視覚的にイメージしながら自分の食生活を考えたり，表現したりできるようにする。
６　本時案（第一次　第４時）
	目標
	食品に含まれる栄養素が体内でどのような働きをしているのかを知り，バランスのよい食事の大切さについて理解することができる。

	学　習　活　動
	指 導 上 の 支 援 と 工 夫

	１　本時のめあてをつかむ。
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２　自分の食生活を振り返る。
３　バランスのよい食事の大切さに気付く。
４　本時のまとめをする。
	○　前時の学習活動を振り返り，本時のめあてをつかむことができるようにする。（Ｔ１）
○　栄養の偏りのある食事を例示することで，自分の食事に関心をもつことができるようにする。（Ｔ１）
○　「くらしき市版ヘルスジャッジ」の結果から，自分の食事を振り返り，３つの食品グループの中のどの食品を補うとバランスのよい食事になるかを考えることができるようにする。（Ｔ１）
○　給食に入っている食品を3つのグループに分けることで，給食には全てのグループの食品が使われていることに気付くことができるようにする。（Ｔ２）
○　給食には，多くの食品が使われていることを知らせ，バランスのよい食事のためにはいろいろな食品を食べることが必要であることに気付くことができるようにする。（Ｔ２）
○　３つの食品のグループとそれぞれに含まれる五大栄養素について知り，それぞれの栄養素が体内でどのような働きをしているか理解できるようにする。（Ｔ２）
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○　ワークシートに足りない栄養素や食事のバランスをよくするための工夫，分かったことを書くことにより，食品を組み合わせてバランスよく食べようとする意欲へつなげることができるようにする。（Ｔ１）
○　日本の伝統的な食事（和食）の基本となるごはんとみそ汁の実習をすることに触れ，次時への意欲付けとなるようにする。（Ｔ１）


	評価の観点
	　食品に含まれている栄養素が体内でどのような働きをしているのかを知り，バランスのよい食事の大切さを理解することができたか。
【知識・理解】（ワークシート・発言）


７　授業記録
	Ｔ１（担任）
	Ｔ２（栄養教諭）
	児童の反応

	前の時間のおさらいをしましょう。食品を３つのグループに分けることができましたね。
黄色は。
赤は。
緑は。
そうですね。
先生の朝ごはんです。
どうかな。
ごはんと納豆は何色に入りますか。
ヘルスジャッジを使って栄養バランスを確認してみよう。
どうしたらいいかな。
めあてを読みましょう。
ヘルスジャッジを使って自分の食事を振り返ってみましょう。
○△をつけて気付いたことを書いてください。
それでどうするか，どうしたらよいかを書くよ。
[image: image6.jpg]



給食はどうなのでしょう。
給食についてもヘルスジャッジで見てみましょう。
どう。これってたまたまなのかな。
まとめ。　五大栄養素をそろえるとバランスがよい。
先生のだったら何色を入れるといいかな。
大きく分けて３色取り入れるといいですね。
分かったことを書きましょう。
先生の献立に何を加えると栄養バランスがよくなるのでしょう。
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みそ汁はどうやって作るの。
次からの家庭科の実習でみんな一緒に作りましょう。
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今日の給食を見てみましょう。何が入っていたかな。
担任の先生の食事と食品の数を比べるとどうかな。
五大栄養素に分けてみると
どうなるかな。（グラフで確認）
偶然ではないのです。
それは，みなさんが大きくなるために必要だからです。
炭水・脂質…力のもとになる。
タンパク質…筋肉・髪の毛
無機質…骨や歯をつくる。
ビタミン…病気の予防
　　　　いろいろな種類が働いて吸収しやすくします。
毎日栄養バランスを考えて献立を考えています。
このままはよくないね。
何か足すといいですね。
おすすめは，みそ汁です。
野菜・とうふ・いも類で三色とれます。
みそ汁を加えると・・・。
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	炭水化物・脂質です。
無機質・タンパク質です。
ビタミンです。
お米と大豆だけ。
お米は黄色，納豆は赤色でタンパク質です。
炭水化物・タンパク質…○
脂質・無機質・ビタミン…△
とれていないものがある。
バランスがよくない。
ビタミン…果物・野菜を食べるとよい。
無機質…海藻
脂質…ドレッシングをかけるとよい。
ビタミン・炭水化物が少ないので果物・ごはんを食べる。
ビタミンAが少なかった。
おやつを減らすようにする。
野菜を食べるようにする。
果物を食べる。
油の濃いものを減らす。
かぼちゃ・なす・たこ・わかめ・きゅうり・いんげん・にんじん・肉・牛乳・みかん・玉ねぎ・油・ごま・米・じゃがいも・・・
すごく多い。
お！
ほとんど○（円）になっている。
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五大栄養素をバランスよくとる。
全てそろえて食べる。
緑の食品。
野菜を食べるようにする。
給食の栄養のバランスがいいのがよく分かった。
みそ汁，野菜，牛乳を足すといい。
（グラフを見て）
あっ。バランスが良くなった。
みそを溶く。
家で手伝って作ったことがある。


８　成果と課題
　＜「くらしき市版ヘルスジャッジ」の活用＞
「くらしき市版ヘルスジャッジ」を活用することにより，1日の食事の栄養バランスを振り返り，児童一人ひとりの食事内容の課題を明確にすることができた。どのような食品を補うとバランスのよい食事になるかを考えることにより，毎日の食生活で改善できることを具体的に知ることができ，その後の実践に生かすことができた。
授業では，ヘルスジャッジの診断結果シートの円グラフの部分を利用した。ヘルスジャッジの円グラフの項目が五大栄養素と対応していないため，事前にたくさんある栄養素の中から五大栄養素に対応している部分を三色に分けて囲んでおく作業を行った。事前に囲んでおくことで視点が絞られ，着目すべき栄養素が分かりやすくなった。
また，栄養バランスに偏りがある献立に，味噌汁を付け加えたことで栄養バランスが整ったことを示すためにヘルスジャッジのデータを用いたことは，視覚的にインパクトがあり，大変分かりやすく有効であった。
＜栄養教諭との連携＞
栄養教諭と連携して専門性を生かした指導を行うことにより，児童がより実感をもって自分の食生活について考えることができた。特に，３つの食品のグループとその働きの学習では，栄養教諭が働きについて専門的な内容を児童に分かりやすく説明することで，児童は興味をもって学習し，内容を深く理解することができた。
＜授業後の取組＞
授業後にもヘルスジャッジの継続実施（年３回）や朝食レシピ作り（夏休み中），管理栄養士を招いての料理教室の実施などの取組を行った。ヘルスジャッジでは，ヘルシースコアやアドバイスを意識し，日常の食生活に生かそうとする児童が増えてきている。学んだことを日常生活に生かしていくためには，家庭との連携が大切であることから，学校での取組をワークシートのやり取りや食育便り，ホームページでの紹介等で知らせた。保護者のコメントからは，家庭での協力や児童の実践的な態度が身に付いてきている様子がうかがえた。
９　資料
〈板書〉
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〈児童が書いたワークシート〉


第５学年　　家庭科学習指導案











平成２７年７月１日（水）　　指導者（Ｔ１）担任　　（Ｔ２）栄養教諭





自分の食事を振り返り，バランスのよい食事について考えよう。








〈３つの食品のグループとそのはたらき〉 〈五大栄養素〉





黄・・・おもにエネルギーのもとになる（炭水化物・脂質）


赤・・・おもに体をつくるもとになる（たんぱく質・無機質）


緑・・・おもに体の調子を整える（ビタミン）








5年－2

